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質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

※ ＤI値と景気の概況

84
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建　　　設 26
18
28

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２６年４月１８日　～　４月２５日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
59.1%
54.5%

回答数
53.8%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

65.1%

▲25＞DI

36 12 33.3%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１１月 ▲ 14.9 △ 8.3 △ 6.6 ▲ 45.4 ▲ 6.6
１２月 ▲ 14.4 △ 13.6 ±0.0 ▲ 37.1 ▲ 16.6
１月 ▲ 2.2 △ 29.1 △ 22.2 ▲ 40.6 ±0.0
２月 ▲ 17.6 ▲ 16.6 ±0.0 ▲ 35.7 ▲ 6.6
３月 ▲ 11.2 △ 4.5 ±0.0 ▲ 32.1 ▲ 6.6
４月 ▲ 15.4 ▲ 15.3 △ 11.1 ▲ 42.8 △ 8.3

見通し ▲ 20.2 ▲ 3.8 ▲ 5.5 ▲ 50.0 ▲ 8.3
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「３月迄の忙しさが嘘のように仕事が無い。同業者、外注からの仕事の問い合わせが多く、どこも落ち込みがひどいよう
だ。当社も他社に回すほど受注は無く、今までにない冷え込みとなっている。全般的に落ち込んでいるようで、材料単価は高騰した
ままで、工事単価は下落している。あまりにも４月の落ち込みがひどく、今後の資金繰りが心配だ。新築、リフォームともに見積り依
頼も少ない」（その他の職別工事業）、「消費税が８％になり、３月中に買い溜めも多少あり、今月は米や調味料、紙、洗剤等が大きく
下降している。「全体的に無駄な商品は買い物しない」お客様が目立ちます」（その他の各種商品小売業）などのコメントが寄せられ
た。

【卸小売業】からは、「前年同月と比べてみて、消費税増税の影響はさほどなかったように思われます。しかし、近隣に同業種のお店
が開店しました。その影響が今後懸念されます」（菓子・パン小売業）、「日米首脳会議においては、ＴＰＰの交渉がどのような方向で
協議を進めていくのか、市場流通に携わる業界として産地との取引に影響していくのか、今後の推移を見守る状況にあります。春季
の青果物は、現在順調な生育から出荷量もやや増加した取引となっています。また、ゴールデンウィークを迎えて活気が出る取り扱
いとなるように、一層の集荷、販売に努力して、景気の向上を図りたいところです」（食料・飲料卸売業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「原価価格の高騰によりナフサの価格が上昇し、プラスティック製品の価格変更依頼が樹脂メーカーから多く寄せられ
ている」（その他の機械・同部品製造業）、「消費税の増税にあわせて仕入価格の円安による価格上昇にともない利益の悪化。今ま
では何とか価格を据え置いていたが、ここにきて一斉値上げになった」（食肉小売業）などのコメントが寄せられた。

◎駆込み需要の反動

◎仕入単価上昇

【サービス業】からは、「同年の前月、前々月の動きは良くなかった。当月は歓迎会のご予約が前月より良くなっている。逆に、来月
が不安なところもある。また、仕入れが上昇してるのが気になる」（酒場・ビヤホール）、「電気料等の管理費用の増加を肌で感じま
す。また、世間は増税傾向ですので納税準備の積立もしっかりしてコスト管理をこれまで以上にしっかりやる必要性を感じています」
（不動産賃貸・管理業）などのコメントが寄せられた。

◎消費税増税

各業種から、「増税による買い控えを心配したが、第１週こそ大幅に昨対で落としたが、ジリジリ戻し、中旬には昨年並みになり、そ
の後はかなり伸び、昨対増も最近にない位の伸率となった。しかし今後は全く予想がつかない」（婦人・子供服小売業）、「消費税増
税後の価格転嫁が出来ず仕入れは課税され、今後も材料価格上昇の兆しあり。販売は増税後も変化は無いが、消耗品の買い控え
が続きそう」（時計・眼鏡・光学機械小売業）、「４月１日に消費税が改正されたことから、一時、消費者の購買力が低下したことで取
引の減少傾向にありましたが、徐々に生活のリズムが戻ったような感から平常取引で推移しています」（食料・飲料卸売業）などのコ

【製造業】からは、「我々小企業では、設備投資において、まだまだ決断が鈍っている。消費税の関係で年内は静かに見ていたい感
がある」（印刷業）、「メーカーが消費税増税に伴う消費者の購買意欲確認のため設備投資に対して慎重になっているという声が聞
かれる。高齢者雇用安定法の改正により、定年退職者の雇用が義務付けられたため、子会社や関連会社が少ない中小企業におい
ては、人件費の負担が大きくなっている」（その他の機械・同部品製造業）、などのコメントが寄せられた。

【平成２６年４月の調査結果のポイント】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．４(前月水準▲１１．２)となり、マイナス
幅が４．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業１１．１(同±０．０)である。マイナスか
らプラスに転じた業種は、サービス業８．３(同▲６．６)である。プラスからマイナスに転じた業種は、建設業
▲１５．３(同△４．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲４２．８(同▲３２．１)である。

○

≪駆込み需要の反動で業況ＤＩはやや悪化。先行き見通しも依然厳しく≫

【建設業】からは、「例年仕上げ業者は４月、５月の仕事は少ないが、これが消費税の影響か、例年と同じなのかはわからない。ま
た、リーマンショック以降、各業者の職人離れ、引退、廃業が進み、日常的な職人不足のため、常に工程が遅れてしまうことについて
根本的な解決策は何も出来ていない。ただ手をこまねいて傍観するつもりはないが、何をどうすれば良いのかわからないのも事実
である」（石れんがタイルブロック工事業）、「４月に入って工事の動きがパタッと止まった。先行き不安は当分続きそうだ」（電気工事
業）、「消費税前の駆込み需要が一段落したためか、景況が悪化。しかし消費税増税にもかかわらず畳替えをしたいというお客様も
いらしゃるのでありがたい限りです」（内装工事業）などのコメントが寄せられた。
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平成25年 平成26年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 14.9 ▲ 14.4 ▲ 2.2 ▲ 17.6 ▲ 11.2 ▲ 15.4 ▲ 20.2 ( ▲ 30.0 )

建　　　 設 △ 8.3 △ 13.6 △ 29.1 ▲ 16.6 △ 4.5 ▲ 15.3 ▲ 3.8 ( ▲ 22.7 )

製　　　 造 △ 6.6 ±0.0 △ 22.2 ±0.0 ±0.0 △ 11.1 ▲ 5.5 ( ▲ 33.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 45.4 ▲ 37.1 ▲ 40.6 ▲ 35.7 ▲ 32.1 ▲ 42.8 ▲ 50.0 ( ▲ 46.4 )

サ ー ビ ス ▲ 6.6 ▲ 16.6 ±0.0 ▲ 6.6 ▲ 6.6 △ 8.3 ▲ 8.3 ( ▲ 6.6 )

平成２６年４月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【平成２６年４月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２０．２（前月水準▲３０．
０）となり、マイナス幅が９．８ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造
業▲５．５(同▲３３．３)、建設業▲３．８(同▲２２．７)である。特に、製造業はマイナス幅が２７．８ポ
イントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、
卸小売業▲５０．０(同▲４６．４)、サービス業▲８．３(同▲６．６)である。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業１１．１(同±０．０)である。マ
イナスからプラスに転じた業種は、サービス業８．３(同▲６．６)である。プラスからマイナスに転じた
業種は、建設業▲１５．３(同△４．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲４２．８(同
▲３２．１)である。

○

○

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．４(前月水準▲１１．２)となり、
マイナス幅が４．２ポイント拡大した。

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２６年３月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年４月の業況

４月
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○

平成25年 平成26年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 8.0 ▲ 1.2 △ 2.2 ▲ 7.0 △ 5.0 ▲ 9.5 ▲ 14.2 ( ▲ 22.5 )

建　　　 設 △ 20.8 △ 13.6 △ 29.1 △ 12.5 △ 13.6 ±0.0 ▲ 3.8 ( △ 9.0 )

製　　　 造 △ 13.3 ▲ 7.1 △ 22.2 △ 16.6 △ 6.6 △ 16.6 ▲ 5.5 ( ▲ 46.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 39.3 ▲ 8.5 ▲ 21.8 ▲ 25.0 △ 3.5 ▲ 35.7 ▲ 39.2 ( ▲ 42.8 )

サ ー ビ ス ▲ 6.6 ±0.0 ▲ 12.5 ▲ 33.3 ▲ 6.6 ▲ 8.3 △ 8.3 ( ▲ 6.6 )

先行き見通し

　　平成２６年４月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業１６．６(同６．６)である。プラ
ス幅が縮小した業種は、建設業±０．０(同１３．６)である。プラスからマイナスに転じた業種は、卸
小売業▲３５．７(同３．５)であり、▲３９．２ポイントと大幅に悪化した。マイナス幅が拡大した業種
は、サービス業▲８．３(同▲６．６）である。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．２（前月水準▲２２．
５）となり、マイナス幅が８．３ポイント縮小する見通しである。

○

【平成２６年４月の売上についての状況】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲９．５(前月水準５．０)となり、マイナ
ス方向へ１４．５ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、サービス業８．３(同
▲６．６)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲５．５(同▲４
６．６)、卸小売業▲３９．２(同▲４２．８)である。特に、製造業はマイナス幅が４１．１ポイントと大幅
に縮小する見通しである。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、建設業▲３．８(同△９．０)
である。

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年４月の売上

４月

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

△ 25.0

△ 35.0

△ 45.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２６年４月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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平成25年 平成26年
１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 18.3 ▲ 24.0 ▲ 20.0 ▲ 25.8 ▲ 8.7 ▲ 26.1 ▲ 27.3 ( ▲ 33.7 )

建　　　 設 △ 4.1 ▲ 13.6 ±0.0 ▲ 20.8 △ 9.0 ▲ 7.6 ▲ 15.3 ( ▲ 4.5 )

製　　　 造 △ 6.6 ▲ 21.4 ▲ 11.1 △ 5.5 ▲ 6.6 ▲ 5.5 ▲ 5.5 ( ▲ 53.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 51.5 ▲ 34.2 ▲ 40.6 ▲ 46.4 ▲ 21.4 ▲ 60.7 ▲ 64.2 ( ▲ 57.1 )

サ ー ビ ス ▲ 6.6 ▲ 16.6 ▲ 18.7 ▲ 33.3 ▲ 13.3 ▲ 16.6 ±0.0 ( ▲ 13.3 )

【平成２６年４月の採算についての状況】

○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２６．１(前月水準▲８．７)となり、マ
イナス幅が１７．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲５．５(同▲６．６)である。
プラスからマイナスに転じた業種は、建設業▲７．６(同９．０)である。マイナス幅が拡大した業種
は、幅の大きい順に、卸小売業▲６０．７(同▲２１．４)、サービス業▲１６．６(同▲１３．３)である。特
に卸小売業は、マイナス幅が３９．３ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２７．３（前月水準▲３３．
７）となり、マイナス幅が６．４ポイント縮小する見通しである。

○

マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲５．５(同▲５３．３)、サービス業
±０．０(同▲１３．３)である。特に、製造業はマイナス幅が４７．８ポイントと大幅に縮小する見通しで
ある。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲１５．３(同▲４．５)、卸小
売業▲６４．２(同▲５７．１)である。

先行き見通し

　　平成２６年４月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年４月の採算

４月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２６年４月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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○

平成25年 平成26年
１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 49.4 ▲ 45.7 ▲ 48.8 ▲ 49.4 ▲ 45.0 ▲ 60.7 ▲ 44.0 ( ▲ 55.0 )

建　　　 設 ▲ 45.8 ▲ 45.4 ▲ 45.8 ▲ 50.0 ▲ 40.9 ▲ 53.8 ▲ 42.3 ( ▲ 59.0 )

製　　　 造 ▲ 46.6 ▲ 28.5 ▲ 38.8 ▲ 33.3 ▲ 46.6 ▲ 61.1 ▲ 44.4 ( ▲ 60.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 60.6 ▲ 57.1 ▲ 59.3 ▲ 64.2 ▲ 60.7 ▲ 71.4 ▲ 46.4 ( ▲ 57.1 )

サ ー ビ ス ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 43.7 ▲ 40.0 ▲ 20.0 ▲ 50.0 ▲ 41.6 ( ▲ 40.0 )

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４４．０（前月水準▲５５．
０）となり、マイナス幅が１１．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲４２．３(同▲５９．０)、製造業▲４４．４(同▲６０．０)、卸小売業▲４６．４(同▲５７．１)である。マ
イナス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業▲４１．６(同▲４０．０)である。

先行き見通し

【平成２６年４月の仕入単価についての状況】

○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６０．７(前月水準▲４５．０)となり、
マイナス幅が１５．７ポイント縮小した。

業種別では、全ての業種でマイナス幅が拡大しており、幅の大きい順に、サービス業▲５０．０(同
▲２０．０)、製造業▲６１．１(同▲４６．６)、建設業▲５３．８(同▲４０．９)、卸小売業▲７１．４(同▲６
０．７)である。特に、サービス業はマイナス幅が３０．０ポイントと大幅に拡大した。

　　平成２６年４月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２６年４月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２６年４月の仕入単価

４月
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○

平成25年 平成26年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 △ 5.7 △ 1.2 △ 11.1 △ 9.4 △ 3.7 ±0.0 △ 3.5 ( △ 6.2 )

建　　　 設 △ 29.1 △ 27.2 △ 33.3 △ 29.1 △ 22.7 △ 11.5 △ 19.2 ( △ 27.2 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 7.1 △ 11.1 △ 16.6 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 6.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 6.0 ▲ 11.4 ▲ 9.3 ▲ 7.1 ▲ 10.7 ▲ 17.8 ▲ 10.7 ( ▲ 14.2 )

サ ー ビ ス ±0.0 ±0.0 △ 18.7 ±0.0 △ 6.6 △ 16.6 △ 8.3 ( △ 13.3 )

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、３．５（前月水準６．２）となり、
プラス幅が２．７ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業１
９．２(同２７．２)、製造業±０．０（同６．６）、サービス業８．３(同１３．３)である。マイナス幅が縮小す
る見通しの業種は、卸小売業▲１０．７(同▲１４．２)である。

　　平成２６年４月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、±０．０(前月水準３．７)となり、プラス
幅が３．７ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業１６．６(同６．６)である。
変らない業種は、製造業±０．０(同±０．０)である。プラス幅が縮小した業種は、建設業１１．５(同２
２．７)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲１７．８(同▲１０．７)である。

【平成２６年４月の従業員についての状況】

○

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売
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ＤＩ値

産業別
平成２６年４月の従業員
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平成２６年４月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成25年 平成26年
１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 6.8 ▲ 12.0 ▲ 10.0 ▲ 12.9 ▲ 6.2 ▲ 7.1 ▲ 9.5 ( ▲ 16.2 )

建　　　 設 △ 12.5 △ 4.5 △ 8.3 △ 8.3 △ 18.1 △ 3.8 △ 7.6 ( △ 4.5 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 7.1 ±0.0 ▲ 5.5 ▲ 6.6 ▲ 11.1 ±0.0 ( ▲ 33.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 27.2 ▲ 28.5 ▲ 34.3 ▲ 39.2 ▲ 28.5 ▲ 25.0 ▲ 32.1 ( ▲ 35.7 )

サ ー ビ ス ±0.0 ±0.0 ±0.0 ▲ 6.6 ±0.0 △ 16.6 ▲ 8.3 ( △ 6.6 )

先行き見通し

平成２６年４月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２６年４月の資金繰りについての状況】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７．１(前月水準▲６．２)となり、マイ
ナス幅が０．９ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業１６．６(同±０．０)であ
る。マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲２５．０(同▲２８．５)である。プラス幅が縮小した業
種は、建設業３．８(同１８．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲１１．１(同▲６．６)で
ある。
向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲９．５（前月水準▲１６．２）
となり、マイナス幅が６．７ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、建設業７．６(同４．５)であ
る。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業±０．０(同▲３３．３)、卸小売
業▲３２．１(同▲３５．７)である。特に、製造業はマイナス幅が３３．３ポイントと大幅に縮小する見
通しである。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、サービス業▲８．３(同６．６)である。

○

○
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 9.5 ▲ 14.2 ▲ 26.1 ▲ 27.3 ▲ 60.7 ▲ 44.0 ±0.0 △ 3.5
建　　　設 ±0.0 ▲ 3.8 ▲ 7.6 ▲ 15.3 ▲ 53.8 ▲ 42.3 △ 11.5 △ 19.2
製　　　造 △ 16.6 ▲ 5.5 ▲ 5.5 ▲ 5.5 ▲ 61.1 ▲ 44.4 ±0.0 ±0.0
卸 ・小売 ▲ 35.7 ▲ 39.2 ▲ 60.7 ▲ 64.2 ▲ 71.4 ▲ 46.4 ▲ 17.8 ▲ 10.7
サービス ▲ 8.3 △ 8.3 ▲ 16.6 ±0.0 ▲ 50.0 ▲ 41.6 △ 16.6 △ 8.3

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 15.4 ▲ 20.2 ▲ 7.1 ▲ 9.5
建　　　設 ▲ 15.3 ▲ 3.8 △ 3.8 △ 7.6
製　　　造 △ 11.1 ▲ 5.5 ▲ 11.1 ±0.0
卸 ・小売 ▲ 42.8 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 32.1
サービス △ 8.3 ▲ 8.3 △ 16.6 ▲ 8.3

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２６年４月の業種別業界内トピックス】
業種別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

例年仕上げ業者は４月、５月の仕事は少ないが、これが消費税の影響
か、例年と同じなのかはわからない。また、リーマンショック以降、各業者
の職人離れ、引退、廃業が進み、日常的な職人不足のため、常に工程が
遅れてしまうことについて根本的な解決策は何も出来ていない。ただ手を
こまねいて傍観するつもりはないが、何をどうすれば良いのかわからない
のも事実である。

消費税増税
人手不足
工事遅れ

石工れんがタイルブロック工事業

消費税前の駆込み需要が一段落したためか、景況が悪化。しかし消費税
増税にもかかわらず畳替えをしたいというお客様もいらっしゃるのであり
がたい限りです。

駆込み需要の反動
景況悪化

内装工事業

３月の残工事で４月は良い。５月以降もそこそこ行けそう。 業績好調 その他の職別工事業

４月に入って工事の動きがパタッと止まった。先行き不安は当分続きそう
だ。

駆込需要の反動
先行き不安

電気工事業

３月迄の忙しさが嘘のように仕事が無い。同業者、外注からの仕事の問
い合わせが多く、どこも落ち込みがひどいようだ。当社も他社に回すほど
受注は無く、今までにない冷え込みとなっている。全般的に落ち込んでい
るようで、材料単価は高騰したままで、工事単価は下落している。あまりに
も４月の落ち込みがひどく、今後の資金繰りが心配だ。新築、リフォームと
もに見積り依頼も少ない。

駆込み需要の反動
仕入単価上昇
工事単価下落

その他の職別工事業

我々小企業では、設備投資において、まだまだ決断が鈍っている。消費
税の関係で年内は静かに見ていたい感がある。

設備投資 印刷業

メーカーが消費税増税に伴う消費者の購買意欲確認のため設備投資に
対して慎重になっているという声が聞かれる。原価価格の高騰によりナフ
サの価格が上昇し、プラスティック製品の価格変更依頼が樹脂メーカーか
ら多く寄せられている。高齢者雇用安定法の改正により、定年退職者の
雇用が義務付けられたため、子会社や関連会社が少ない中小企業にお
いては、人件費の負担が大きくなっている。

設備投資
仕入単価上昇
価格変更
高齢者雇用安定法
人件費負担増

その他の機械・同部品製造業

消費増税前の仮需の裏返しで売上げは若干減少が予測される。 駆込み需要の反動 酒類製造業

当面雇用に関しては現状維持を考えている。賃上げについては、現段階
では不明である。

雇用の現状維持
賃上げ

一般産業用機械・装置製造業

３月迄の忙しさとは打って変わって４月に入ると一遍に暇になる。消費税
３％アップの影響を痛感している。

駆込み需要の反動 紙製容器製造業

消費税が８％になり、３月中に買い溜めも多少あり、今月は米や調味料、
紙、洗剤等が大きく下降している。「全体的に無駄な商品は買い物しない」
お客様が目立ちます。

消費税増税
駆込み需要の反動

その他の各種商品小売業

消費税の増税にあわせて仕入価格の円安による価格上昇にともない、利
益の悪化。今までは何とか価格を据え置いていたが、ここにきて一斉値上
げになった。

円安
仕入単価上昇
商品値上げ

食肉小売業

前年同月と比べてみて、消費税増税の影響はさほどなかったように思わ
れます。しかし、近隣に同業種のお店が開店しました。その影響が今後懸
念されます。

消費税増税
競合店

菓子・パン小売業

増税による買い控えを心配したが、第１週こそ大幅に昨対で落としたが、
ジリジリ戻し、中旬には昨年並みになり、その後はかなり伸び、昨対増も
最近にない位の伸率となった。しかし今後は全く予想がつかない。

消費税増税
業績好調
先行不透明

婦人・子供服小売業

建設

製造業
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【平成２６年４月の業種別業界内トピックス】
時計・宝飾品などの高額品および化粧品といった増税特需の恩恵を受け
た商材は反動で苦戦。また、婦人衣料は特需効果が無かったにも関わら
ず今月も苦戦。但し、価格メリットを訴求した催事や食品催事については
影響は少ない。

駆込み需要の反動
衣料品苦戦

百貨店

消費税増税後の価格転嫁が出来ず仕入れは課税され、今後も材料価格
上昇の兆しあり。販売は増税後も変化は無いが、消耗品の買い控えが続
きそう。

消費税増税
価格転嫁
仕入単価上昇
消耗品買い控え

時計・眼鏡・光学機械小売業

４月１日に消費税が改正されたことから、一時、消費者の購買力が低下し
たことで取引の減少傾向にありましたが、徐々に生活のリズムが戻ったよ
うな感から平常取引で推移しています。また、日米首脳会議においては、
ＴＰＰの交渉がどのような方向で協議を進めていくのか、市場流通に携わ
る業界として産地との取引に影響していくのか、今後の推移を見守る状況
にあります。春季の青果物は、現在順調な生育から出荷量もやや増加し
た取引となっています。また、ゴールデンウィークを迎えて活気が出る取り
扱いとなるように、一層の集荷、販売に努力して、景気の向上を図りたい
ところです。

消費税増税
購買力低下
取引減少
ＴＰＰ
ゴールデンウィーク

食料・飲料卸売業

同年の前月、前々月の動きは良くなかった。当月は歓迎会のご予約が前
月より良くなっている。逆に、来月が不安なところもある。また、仕入れが
上昇してるのが気になる。

仕入単価上昇
歓迎会
先行き不安

酒場・ビヤホール

消費税が８％になったことで、お客様から駐車場代の端数切捨ての話が
出ることがある。

消費税増税 不動産賃貸業

個人旅行はＧＷの日並びが悪く海外旅行減少。法人旅行は３月決算企
業の業績確定を受けて、各種旅行計画が活発化している。

ゴールデンウィーク
海外旅行

旅行業

電気料等の管理費用の増加を肌で感じます。また、世間は増税傾向です
ので納税準備の積立もしっかりしてコスト管理をこれまで以上にしっかり
やる必要性を感じています。

電気代増加
コスト管理

不動産賃貸・管理業

お客様からの問い合わせは多いですが、成約までには時間が掛かって慎
重になっています。相変わらず建築費は高騰しています。

仕入単価上昇 不動産管理業

卸小売

サービス
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・ 増税による買い控えを心配したが、第１週こそ大幅に昨対で落としたが、ジリ
ジリ戻し、中旬には昨年並みになり、その後はかなり伸び、昨対増も最近に
ない位の伸率となった。しかし今後は全く予想がつかない。

　婦人・子供服小売業

・ 消費税増税後の価格転嫁が出来ず仕入れは課税され、今後も材料価格上
昇の兆しあり。販売は増税後も変化は無いが、消耗品の買い控えが続きそ
う。

　時計・眼鏡・光学機械小売業

・ ４月１日に消費税が改正されたことから、一時、消費者の購買力が低下した
ことで取引の減少傾向にありましたが、徐々に生活のリズムが戻ったような
感から平常取引で推移しています。

　食料・飲料卸売業

・ ３月迄の忙しさが嘘のように仕事が無い。同業者、外注からの仕事の問い合
わせが多く、どこも落ち込みがひどいようだ。当社も他社に回すほど受注は
無く、今までにない冷え込みとなっている。全般的に落ち込んでいるようで、
材料単価は高騰したままで、工事単価は下落している。あまりにも４月の落
ち込みがひどく、今後の資金繰りが心配だ。新築、リフォームともに見積り依
頼も少ない。

　その他の職別工事業

・ 消費税が８％になり、３月中に買い溜めも多少あり、今月は米や調味料、
紙、洗剤等が大きく下降している。「全体的に無駄な商品は買い物しない」お
客様が目立ちます。

　その他の各種商品小売業

・ 原価価格の高騰によりナフサの価格が上昇し、プラスティック製品の価格変
更依頼が樹脂メーカーから多く寄せられている。

　その他の機械・同部品製造業

・ 消費税の増税にあわせて仕入価格の円安による価格上昇にともない、利益
の悪化。今までは何とか価格を据え置いていたが、ここにきて一斉値上げに
なった。

　食肉小売業

・ お客様からの問い合わせは多いですが、成約までには時間が掛かって慎重
になっています。相変わらず建築費は高騰しています。

　不動産管理業

◎仕入単価上昇

◎駆込み需要の反動

◎消費税増税
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　【従業員ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が±０．０に対し、｢CCI‐LOBO」が１１．７で
柏の方がプラス幅が１１．７ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は
サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は建設業、製造業、卸小
売業で、建設業、卸小売業では１０ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲７．１に対し、｢CCI‐LOBO」が▲１０．１
で柏の方がマイナス幅が３．０ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種
は建設業、サービス業で、サービス業では１０ポイント以上良い。「柏の景
気」の方が悪い業種は製造業、卸小売業である。

【採算ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２６．１に対し、｢CCI‐LOBO」が▲１７．６
で柏の方がマイナス幅が８．５ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は建設業、製造業、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は
卸小売業で、１０ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲６０．７に対し、｢CCI‐LOBO」が▲５４．８
で、柏の方がマイナス幅が５．９ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は建設業、サービス業で、建設業は１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は製造業、卸小売業で、卸小売業では１０ポイント以上悪
い。

平成２６年４月ＣＣＩ-ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１５．４に対し、｢CCI‐LOBO」が▲１４．１
で柏の方がマイナス幅が１．３ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は製造業、サービス業で、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い
業種は建設業、卸小売業で、建設業は１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲９．５に対し、｢CCI‐LOBO」が▲５．３で
柏の方がマイナス幅が４．２ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種
は製造業である。「柏の景気」の方が悪い業種は建設業、卸小売業、サー
ビス業で、建設業では１０ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.4 ▲ 15.3 △ 11.1 ▲ 42.8 △ 8.3

▲ 14.1 △ 5.9 ±0.0 ▲ 38.2 ▲ 14.7

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 9.5 ±0.0 △ 16.6 ▲ 35.7 ▲ 8.3

▲ 5.3 △ 16.7 △ 8.8 ▲ 32.6 ▲ 3.5

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 26.1 ▲ 7.6 ▲ 5.5 ▲ 60.7 ▲ 16.6

▲ 17.6 ▲ 9.6 ▲ 6.7 ▲ 35.8 ▲ 16.8

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 60.7 ▲ 53.8 ▲ 61.1 ▲ 71.4 ▲ 50.0

▲ 54.8 ▲ 71.3 ▲ 55.5 ▲ 46.5 ▲ 52.7

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

±0.0 △ 11.5 ±0.0 ▲ 17.8 △ 16.6

△ 11.7 △ 24.3 △ 5.9 △ 9.0 △ 16.4

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 7.1 △ 3.8 ▲ 11.1 ▲ 25.0 △ 16.6

▲ 10.1 ▲ 4.8 ▲ 20.1 ▲ 12.4

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

平成２６年４月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI-LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



調査期間：平成26年4月15日～21日

調査対象：全国の422商工会議所が3134業種

     組合等にヒアリング調査を実施

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（４月速報）

全

国

の

業

況

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
か
ら
大
幅
悪
化
。
先
行
き

も
不
透
明
感
が
強
大

４
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
１
４
．
１
と
、
前
月

か
ら
▲
９
．
７
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅

悪
化
。
仕
入
コ
ス
ト
や
電
力
料

金
、
人
件
費
な
ど
の
負
担
増
が
続

く
中
で
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

う
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
に

よ
り
、
小
売
業
や
卸
売
業
で
は
売

上
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
他
方

で
、
建
設
業
や
輸
出
が
好
調
な
自

動
車
、
飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
は
、

足
元
で
は
受
注
・
売
上
が
堅
調
に

推
移
し
て
お
り
、
業
種
に
よ
っ
て

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
。

先
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行

き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
８
．
４

（
今
月
比
▲
１
４
．
３
ポ
イ
ン

ト
）
と
、
大
幅
な
悪
化
を
見
込
む
。

自
動
車
や
観
光
関
連
な
ど
、
堅
調

な
業
種
が
み
ら
れ
る
一
方
、
仕
入

コ
ス
ト
や
電
力
料
金
、
人
件
費
な

ど
の
負
担
増
加
分
の
価
格
転
嫁

が
進
ん
で
い
な
い
ほ
か
、
受
注
減

少
や
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
低
迷

の
長
期
化
、
取
引
先
か
ら
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
要
請
の
強
ま
り
な
ど

へ
の
懸
念
も
あ
り
、
先
行
き
に
対

し
て
慎
重
な
見
方
が
続
く
。

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

【
建
設
業
】「
公
共
工
事
は
堅
調

な
も
の
の
、
依
然
と
し
て
自
治
体

が
設
定
し
た
価
格
が
実
態
に
合

っ
て
お
ら
ず
、
入
札
で
き
な
い
案

件
も
多
い
」
（
一
般
工
事
業
）
、

「
４
月
に
入
り
、
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
案
件

が
激
減
し
た
」（
一
般
工
事
業
）、

「
公
共
工
事
が
増
加
し
て
い
る

ほ
か
、
大
手
企
業
か
ら
自
家
発
電

設
備
関
連
の
受
注
が
見
込
ま
れ
、

業
績
は
堅
調
に
推
移
」（
建
築
工

事
業
）

【
製
造
業
】「
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
に
よ
り
売
上
が
３
割
減
少
。

今
後
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
ど

利
益
率
の
高
い
商
品
を
強
化
し
、

収
益
改
善
を
図
る
」（
家
具
製
造

業
）
、
「
自
動
車
関
連
の
受
注
は

好
調
な
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
一

般
工
作
機
械
が
苦
戦
し
て
い
る
」

（
自
動
車
部
品
・
工
作
機
械
製
造

業
）
、
「
住
宅
関
連
の
引
き
合
い

が
堅
調
。
工
期
遅
れ
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、
７
月
頃
ま
で
受
注
が
続

く
見
込
み
」（
建
具
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
茶
葉
な
ど
の
売
上

が
伸
び
た
３
月
に
比
べ
、
４
月
は

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
」（
飲
料
品

卸
売
業
）
、
「
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク

な
ど
の
仕
入
価
格
が
上
昇
し
て

い
る
が
、
取
引
先
か
ら
の
値
下
げ

要
求
が
強
ま
っ
て
お
り
、
転
嫁
は

困
難
」
（
建
築
材
料
卸
売
業
）
、

「
夏
日
と
な
る
日
が
増
え
、
帽
子

な
ど
に
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

５
月
以
降
の
受
注
増
に
期
待
し
た

い
」（
服
飾
品
卸
売
業
）

【
小
売
業
】
「
反
動
減
の
影
響
が

み
ら
れ
た
が
、
食
料
品
は
例
年
並

み
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
衣

料
品
や
雑
貨
は
低
調
」
（
百
貨

店
）、「
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
か

ら
来
店
客
数
、
売
上
と
も
減
少
。

当
面
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、
夏
頃

に
は
持
ち
直
す
見
込
み
」
（
化
粧

品
販
売
店
）、「
電
球
な
ど
の
消
耗

品
の
売
上
に
変
化
は
な
い
が
、
大

型
家
電
が
落
ち
込
ん
だ
」
（
家
電

販
売
店
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
「
受
注
は
あ
る

が
、
燃
料
費
の
上
昇
に
加
え
、
高

速
料
金
の
割
引
縮
小
・
廃
止
等
に

よ
り
、
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
」

（
運
送
業
）、「
消
費
控
え
を
予
想

し
て
い
た
が
、
歓
送
迎
会
な
ど
の

利
用
が
伸
び
て
お
り
、
売
上
へ
の

影
響
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
」
（
飲

食
店
）、「
消
費
税
引
き
上
げ
分
を

転
嫁
し
た
が
、
特
に
影
響
は
み
ら

れ
ず
、
稼
働
率
は
良
好
」
（
旅
館

業
）

全国・産業別業況ＤＩの推移

全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ

１１月  12.8 14.6  11.1  16.2  26.8  18.8
１２月   7.4 14   2.4  10.6  24.2   9.1
１月   3.1 18.4 1.9   9.1  14.3  10.4
２月   7.7 12.7 0.3  15.3  16.8  16.8
３月   4.4 11.0 0.6   5.7   6.3  17.3
４月 14.1 5.9 ±0.0 ▲20.9 ▲38.2 ▲14.7 

見通し 28.4  12.1  25.3  27.1  49.3  22.6 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ


